
1. 南アフリカにおける結核の現状

世界では、2015年に約1,040万
人が結核を発症し、180万人が亡く
なっています。死亡にいたるケース
は、主に低・中所得国で起きており
［3］、感染性結核のうち約37.5パー
セントは察知すらされず［4］、何年
もの間、未治療という状況にありま
す。このような状況がさらなる感染
拡大のサイクルを生み、悪循環が生
じてしまいます。
世界保健機関（WHO）によると、南

アフリカでは人口の約80パーセント
が潜在性結核感染症と推定されてい
ます［5］。2013年だけで、45万人が
治療を必要とする活動性結核を発症
したと推定されています［3］。
感染症の問題に取り組む上で、感

染症の察知、地域における治療の
ギャップを埋める対策を講じるため
には、さまざまな保健機関が管理・
運営する感染症を報告するシステム
が重要な役割を果たします。しかし、
報告は手入力で行われることが多い
ため、忘れられたり誤って入力され

たりすることがあります。さらに南
アフリカでは、結核が社会的にタ
ブー視されているため、多くの人々
は報告をためらう状況にあります。
南アフリカのヨハネスブルクにあ

るIBMの研究所では、人々が普段か
ら身に付けているアクセサリーに着
目し、電池を内蔵していないパッシ
ブ型の安価なRFIDタグを組み込み、
感染症が都市や地方でどのように
広がるのかを匿名性に配慮しながら
トレースすることで、感染症問題の
解決に貢献できる方法を模索してい
ます。

2. RFIDを活用した
　 感染症拡大のトレース

一般的なRFIDは、例えば物流のト
レーサビリティーや店舗での商品タ
グの読み取りなど物品管理に活用さ
れます。電波が届く範囲でRFIDタ
グのデータの読み取りが可能ですが、
いつどこで誰が誰と接触したかと
いったタグ同士のインタラクション
を測定することはできません。
タグ同士が接触したことが記録で

きれば、例えばそのタグを身に付け
ている人が職場で10人、バスの中で

日本では、結核は昔の病気、一部の国々で発症している病気だと思われがちです。しかし、日本国内でも結核の発症
が継続的に確認されており、毎年約1万8千人が新たに発症するという状況が続いています［1］。世界保健機関（World 

Health Organization：WHO）によると結核は、世界における死亡要因のトップ10に入っています。2015年秋、国連
で貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和的社会といった世界規模の課題解決に向けた「持続可能な開発のための2030

アジェンダ」［2］が採決され、その中でも2030年までに結核を根絶するという目標が含まれています。
今回は、結核が大きな社会問題となっている南アフリカの現状とIBMアフリカ研究所の取り組みを紹介します。

図1. RFIDタグの接触データを3次元で可視化。手の動きに合わせて3Dモデルが回転する様子

IBM Research-Tokyo  The World is Our Laboratory 

データを重視したヘルスケアの取り組み
ウェアラブル・センサーをIoTでつなげて感染症の広がりをトレース
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8人、自宅で3人と接触があったと
いった、人との接触（コミュニケー
ション）が分かります。これらのタグ
から生成されたデータを収集して、
分析されたデータを可視化すること
によって、過剰に病気が集中してい
る場所などから他の場所への感染の
広がりを突き止めることができます
（図1）。

このような方法を活用し、さまざ
まな社会環境の中の集団内あるいは
集団間でどのように病気が感染する
のか、感染の伝播ダイナミクスを理
解できるようになることが期待され
ます。その特別な仕組みや感染経路
を特定できれば、例えば、結核の予
防、イソニアジドによる発病予防治
療、結核の発見強化、感染制圧、そ
の他の対策といった、感染拡大を防
ぐためのより効果的方法が立案可能
になります。

3. IBMアフリカ研究所の取り組み

先述のとおり、不正確な報告データ
という課題に加えて、南アフリカでは
結核がタブー視されているため、結核
の感染拡大を追跡することは容易で
はありません。医療データ用の追跡

デバイスを身に付けていることが周
囲から分かると、病気にかかっている
のではないかと疑われないか、差別さ
れないかと心配になります。また、
GPSは高価であるため、安価なデバ
イスを用いることは必須条件です。
これらのことを考慮しながら、IBM

アフリカ研究所では、安価な電子タ
グを活用した、匿名で結核を追跡す
る電子タグの試作デバイスを作りま
した（図2）。デバイスのコンセプト
はIBMアフリカ研究所が開発し、そ
れを具現化すべく基板を製造したの
は南アフリカのベンチャー企業、
SiGNLです（図3）。
限られた予算やリソースの中でフ

リューガルなソリューション（複雑
ではなく、本当に必要なことを最低限
の努力とコストで実現するという概
念）で公衆衛生問題を解決する一助に
なることを目指し、おのおのの基板は
小さなセンサー、ストレージ・デバイ
ス、バッテリーというシンプルな構成
になっています。今後、ウェアラブ
ル・センサーとして、人々が身に付け
たくなるようなブレスレットやヘア
バンドといったアクセサリーなどに
収まるサイズ、手ごろな価格になるよ

う、研究開発を進めています。

今後、IBMアフリカ研究所と
SiGNLは、病院といった管理の行き
届いた環境でこの試作デバイスを
使った実証実験を行い、その後、より
広範囲の実証実験につなげたり、結核
以外の感染症に応用したいと考えて
います。IBMアフリカ研究所の研究
員は、アフリカが抱えるさまざまな課
題解決支援に向けたフリューガルな
イノベーション実現に向けた研究に
これからも取り組んでいきます。
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図2. 結核追跡電子タグの試作デバイス 図3. IBMアフリカ研究所で、SiGNLがデザインした
センサー・デバイスにプログラミングを施している様子
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